
1998年　平成10年

9/10あだち 広報
第1217 号

● 発行/ 足立区　〒120- 8510 足立区中央本町1- 17- 1　3880- 5111 ㈹　編集/ 企画部広報課　FAX3880- 5610

● あだち広報は毎月10日・25日/ エクスプレスは奇数月1 日発行

交通事故 0 はみ んなの 願い
秋 の 交 通 安 全 運 動

～ありがとう　笑顔でかわす　良いマナー～

9
月
2
1
日
か
ら
3
0
日

ま
で
の
1
0日
間
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
運

動
の
重
点
は
、
次
の
3

点
で
す
。

①
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
若
者
に
よ
る
二
輪
車

の
交
通
事
故
防
止

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
の
徹
底

交
通
事
故
は

他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん

交
通
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
一
瞬
の
油
断
が

自
分
や
家
族
を
巻
き
込
ん
で
、
悲
惨
な

結
果
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
運
転
者

・
歩
行
者
が
お
互
い
の
立
場
や
気
持
ち

を
理
解
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
ゆ

と
り
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
交
通

安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

区
内
で
多
発

高
齢
者
の
事
故

6
5歳
以
上
の
高
齢
者
の
交
通
事
故
に

よ
る
死
傷
者
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

7
月
末
日
現
在
、
区
内
で
は
1
5
7
人
の
高

齢
者
の
方
が
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て
い

ま
す
。

□
高
齢
者
の
方
へ

事
故
原
因
の
多
く
は
、
付
近
に
信
号

機
や
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
以

外
の
と
こ
ろ
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

安
全
を
確
認
せ
ず
に
道
路
を
横
断
し
た

た
め
の
事
故
で
し
た
。

「
見
て
、
待
っ
て
、
止
ま
っ
て
、
確
め

る
」
こ
と
を
習
慣
に
し
て
交
通
ル
ー
ル

・
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
にじ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夕
方
や
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、
明
る
い
色
の
目
立
つ
服
装
や
反

射
材
用
品
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
暗
く

て
も
目
立
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

う
。

□
運
転
者
の
方
へ

高
齢
者
の
方
は
周
囲
へ
の
注
意
や
危

険
へ
の
回
避
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
運
転

者
の
方
は
高
齢
者
の
方
を
理
解
し
、
い

た
わ
り
の
心
を
持
つ
て
運
転
し
ま
し
ょ

う
。基

本
で
す
!

車
に
乗
っ
た
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

「
面
倒
だ
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

に
な
い
」
と
い
う
方
が
い
ま
す
か

、
こ

れ
は
非
常
に
危
険
で
す
。
車
が
衝
突
し

た
際
の
強
い
衝
撃
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
な
い
同
乗
者
や
子
供
が
車
外

へ
放
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
四
輪
車
死
亡

事
故
の
約
4
6
%が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着

用
者
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
部
座
席
同
乗
者
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
着
用
し
、
幼
児
・
児
童
を
同
乗
さ

せ
る
場
合
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ド
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

二
輪
車
を

安
易
な
気
持
ち
で

運
転
し
て
い
ま
せ
ん
か

若
者
の
二
輪
車
事
故
が
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。
特
に
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や

信
号
無
視
な
ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
た
め
の
事
故
が
目
立
ち

ま
す
。
ま
た
、
爆
音
・
暴
走
行
為
な
ど

は
周
辺
住
民
へ
の
大
き
な
迷
惑
と
な
っ

て
い
ま
す
。

原
付
車
な
ど
ほ
つ
い
気
軽
な
感
覚
で

運
転
し
が
ち
で
す
。
交
通
事
故
の
恐
ろ

し
さ
を
忘
れ
ず
に
、
た
え
ず
周
囲
の
安

全
を
確
認
し
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て

運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
カ
ー
ブ
手
前
で
は
十
分
に
減
速
し
、

無
理
な
追
い
越
し
や
急
な
進
路
変
更
は

し
な
い

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
正
し
く
着
用
す
る

▽
大
ケ
ガ
を
負
う
よ
う
な
軽
装
で
の
運

転
や
サ
ン
ダ
ル
ば
き
の
運
転
は
し
な
い

自
転
車
は

車
の
仲
間
で
す

自
転
車
に
乗
る
と
き
は

、
交
通
事
故

の
被
害
者
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
す

る
と
同
時
に

、
歩
行
者
に
も
迷
惑
や
危

険
を
与
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

よ
う

。自
転
車
は
車
の
仲
間
(

軽
車
両
)
、

道
路
交
通
法
に
よ
り
罰
則
も
あ
り
ま
す

。

万
一
、
自
転
車
が
歩
道
で

歩
行
者
と
人

身
事
故
を
起
こ
せ
ば

、
自
動
車
事
故
と

同
様
、
刑
事
・
民
事
責
任
を
問
わ
れ
ま

す

。
自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
ひ
物

で
す
が
、
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

つ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

▽
二
人
乗
り
や
自
転
車
ど
う
し
の
並
進

な
ど
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

▽
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る

▽
夜
間
の
運
転
時
に
は
必
ず
ラ
イ
ト
を

つ
け
、
自
転
車
の
側
面
に
反
射
材
を
取

り
つ
け
る
な
ど
、
暗
く
て
も
目
立
つ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

※
反
射
材
等
は
区

内
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取
り
扱

っ
て
い
ま
す

▽
自
転
車
は
路
上
に
放
置
を
せ
ず
に
、

必
ず
駐
輪
場
な
ど
の
決
め
ら
れ
た
場
所

に
駐
輪
す
る

区内交通事故発生状況( 10年7 月末日現在)

ちょっと した油断が大きな事故に( 写真提供: 千住警察署)

交通安全運動の行事
千住警察署　3879- 0110

西新井警 察署　3852- 0110

綾瀬警察署　3620- 0110

竹の塚警察署　3850- 0110

※ お申し込み等くわしくは各警察署へお問い合わせください

お
問
い
合
わ
せ
は

交
通
安
全
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

秋
の
施
設
見
学
会

日
程
等
=
個
人
・
:
1
0
月
2
0
・
2
1
・
2
3
・

2
4
・
2
7
日
/
団
体
・
=
1
0
月
1
6
・
2
2
日
、

午
前
9
時
2
0
分
～
午
後
4
時
場
所
=

集
台
場
所
(
個
人
・
・
・
区
役
所
/
団
体
・
:

希
望
場
所
)
～
舎
人
公
園
(
1
0月
オ
ー

プ
ン
の
陸
上
競
技
場
見
学
、
散
策
)
～

生
物
園
～
桜
花
亭
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

～
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園

対
象
=
諂
歳
以

上
の
区
民

定
員
=
各
3
0人
(
個
人
は

I
組
3
人
ま
で
、
団
体
は
2
0人
以
上
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

参
加
者
全
員
(
団
体
は
名
称
と
代
表
者
)

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
日
(
第
3
希
望
ま
で
可
)
を
明
記
(

抽
選
)

期
限
=
9
月
2
5日
必
着

申

・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
0月
1
日
稼
動

自
転
車
駐
車
場
の
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

北
千
住
北
・
綾
瀬
北
・
北
綾
瀬
北
の

区
営
自
転
車
駐
車
場
に
カ
ー
ド
方
式
に

よ
る
入
退
場
管
理
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
利
用
者
に
カ
ー
ド

を
配
布
し
、
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
駐
輪

場
の
ゲ
ー
ト
の
開
閉
を
行
い
ま
す
。利

用
者
以
外
の
入
場
が
制
限
さ
れ
て
、
利

用
者
の
安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。こ
れ

ま
で
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
る

方
は
、
9
月
2
4日
か
ら
月
末
ま
で
に
継

続
の
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
今
ま
で
と

同
様
に
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
者
カ
ー

ド
は
、
継
続
手
続
き
の
と
き
に
交
付
し

ま
ず
。
新
た
に
自
転
車
駐
車
場
を
利
用

し
た
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

みんなの力できれいなまちを
足立区まちをきれいにする条例施行

4月からたばこ・空き缶・ガ
ム・紙くず等のポイ捨て、犬の
ふんの放置は区内全域で禁止さ
れています、みんなできれいな
まちをつくりましょう。
問先= 地域振興課美化推進

3880- 5111( 代)

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/

選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
清
掃
事
業
移
管
/
行
政
改
革
実
績
報
告
/
鹿
沼
市
制
5
0周
年
/
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
足
立
訪
問
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
区
議
会
第
3
回
定
例
会
/
掲
示
板
/
み

ん
な
の
ペ
ー
ジ

B
面
▽
▽
▽
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ
よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

◎ 区の木… さく ら / 区 の花… チュ ーリ ップ
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

(ポ
リ
オ
)
予
防
接
種

日
程
=
表
1

対
象
=
5
カ
月
～
7
歳
6

カ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
1
・
2
回

目
の
新
規
対
象
者
に
は
9
月
末
に
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。
新
規
対
象
者
以
外
で

予
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
事
前

に
保
健
所
ま
た
は
保
健
相
談
所
に
予
診

票
を
取
り
に
来
て
ぐ
だ
さ
い
。
接
種
当

日
は
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
で

予
診
票
を
記
入
し
、
母
子
手
帳
・
体
温

計
を
持
参
し
て
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い

問
先
=
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
(

表
2
)
、
ま
た
は
保
健
予
防
係

表1　 小児マヒポリオ生ワクチン接種日程表

※ いずれも、受付時間は1時45分～2時45分

表2　 保健所・保健相談所一覧

9
月
2
4日
～
3
0日

結
核
予
防
週
間

無
料
結
核
検
診
を
行
い
ま
す

結
核
の
早
期
発
見
に
は
、
健
康
診
断

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
で
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の

推
進
と結
核
へ
の
関
心
と
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
無
料
結
核
検
診
(

胸
部
X
線
)
を
行
い
ま
す
。
一
年
以

上
結
核
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
程
・
問
先
=
表
4

表4　 無料結核検診日程

※ 申し込みは、当日直接会場へ。ただし10

月15 日は先着30人電話予約

子
育
て
真
っ
最
中
の
あ
な
た
へ

夫
や
子
ど
も
と
の
関
係
に
イ
ラ
イ
ラ

し
て
、
子
供
に
あ
た
っ
て
い
ま
せ
ん

か
?

子
供
と
離
れ
て
〝お
母
さ
ん
〟
か

ら
〝あ
な
た
自
身〟
に
戻
っ
て
話
し
合
う

ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
保
育
あ
り

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話
で
随
時

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保

健
相
談
所
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

東和健康大学

5
0
代
か
ら
の
あ
な
た
へ

「
い
き
い
き

素
敵
に
生
き
る
」

地
域
で
の
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
、
生
き
生
き
過
ご
す
方
法
を
一
緒

に
楽
し
ぐ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

日

程
等
=
表
5

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申

・
問
先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表5　 「いきいき素敵に生きる」日程

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

介
護
保
険
Q
&
A

第2回
保
険
料
は

ど
う
な
る
の
?
・

Q
.
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

す
か
?

A
.
介
護
保
険
制
度
で
は
、
介
護
費
用

総
額
の
う
ち
、
利
用
料
分
を
除
い
た
費

用
を
保
険
料
と
公
算
で
5
0
%
ず
つ
出
し

合
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
第
1
号
被
保
険

者
(
6
5
歳
以
上
)
の
保
険
料
は
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
水
準
に
応
じ
て
高
く
な
っ
た

り
、
低
ぐ
な
っ
た
り
し
ま
す
。
厚
生
省

で
は
、1
2年
の
保
険
料
を
月
額
平
均
2

千
5
0
0円と
推
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

所
得
に
応
じ
て
5
段
階
に
分
け
て
設
定

さ
れ
ま
す
(
表
3
)
。

第
2
号
被
保
険
者
(
4
0歳
以

上
6
5歳
未
満
の
方
)
の
保
険
料

は
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
す
る
医
療

保
険
者
ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ

た
「介
護
納
付
金
総
額
」
に
基

づ
い
て
保
険
料
を
定
め
ま
す
。

次
回
は
、
保
険
料
の
納
付
方

法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課

表3　 第1 号被保険者の保険料の設定
( 12年度の基準額を2, 500円とした場合)

※ 保険料は個人を単位として般定され、サービス量( 給付量) に
合わせ、3 年ごとに改定されます

※ 2, 500円は7 年度のサービス単価で、12年度のサービス量を算
定( 約4. 2兆円) し、40歳以上人口で除して算定したものです

痴
呆
介
護
講
演
会

地
域
に
お
け
る
、
痴
呆
高
齢
者
の
介

護
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
9

月
1
1日
窗
、

午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方

講
師
=
浮
文
宏
氏
(
痴
呆
専
門
医
)

/
和
田
行
男
氏
(
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

肝
臓
病
と
漢
方
治
療

日
時
=
1
0月
8
日
團
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

講
師
=

佐
藤
弘
氏
(
東
京
女
子
医
大
東
洋
医

学
研
究
所
医
師
)

定
員
=
2
0
0人(
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

食
生
活
講
演
会
「
知
っ
て
得
す
る
食
べ
物
情
報
!
」

身
近
に
あ
ふ
れ
る
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
か
ら
新
し
い
情
報
を
見
つ
け
て
、
中

身
を
知
っ
て
上
手
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
9
月
2
9日
㈹
、
午
後
1
時
釦
分

～
3
時
3
0分

内
容
=
知
っ
て
い
ま
す

か
?
栄
養
成
分
表
示
/
自
分
の
生
活
に

上
手
に
取
り
入
れ
る
コ
ツ
は
?
糖
質
の

不
思
議
(
甘
い
糖
質
・
甘
く
な
い
糖
質

の
違
い
)
/
塩
分
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
関

係

講
師
=
浅
川
良
江
氏

武
蔵
野
栄

養
専
門
学
校
講
師
)

定
員
=
4
0人
(

先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

精
神
保
健
講
演
会

ほ
っ
と
ひ
と
い
き
「
ス
ト
レ
ス
と
心
の
ゆ
と
り
」

日
時
=
1
0月
1
2日
側
、
午
後
2
時
～
3

時
卸
分

講
師
=
林
田
康
順
氏
(
大
正

大
学
講
師
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

費
用
=
無
料

場
・
申

・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

成
人
健
康
教
室

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
受
講

時
は
成
人
健
診
結
果
票
を
お
持
ち
ぐ
だ

さ
い
。

日
時
=
1
0月
5
日
目
・
1
2日

囲
、
午
後
1
時
匍
分
～
3
時
託
分

対

象
=
成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関

実
施
)
を
受
け
だ
方

内
容
=
高
脂
血

症
予
防
教
室

定
員
=
4
0人
(
先
着

順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

一
般
の
方
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

第
7
回
は
つ
ら
つ
健
康
大
学

「
2
0・
3
0代
か
ら
の

〝か
ら
だ
〟
講
座
」

～
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
～

日
程
=
表
6

対
象
=
2
0～
羽
歳
代
の

女
性

※
お
子
さ
ん
の
保
育
受
行
な
い

ま
す

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

※

保
育
希
望
者
は
1
5人
ま
で

費
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
O
)
5
3
5
1

表6　 はつらつ健康大字日程

※ いずれも木曜日、時間は午前10時～11時30分

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

凡 例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

選挙豆知識

明るい選挙推進委員
区 で は125 人 の 方 に 明 る い 選 挙 推 進

委 員 を 委 嘱し て い ま す 。任 期 は2 年 間
で 、 主 な 活 動は「話し あ い 活 動 」を 通し
て 有 権 者 に 政 治と 選 掌 に深 い 関 心 を持
って い た だ くこ と に あ り ます 。 た と え
ば 、 高 齢 者問 題 や 青 少 年 教育 の 話 題 な
ど 身 近 に あ る 様 々な 事 柄 につ い て 話し
あ い 、 そ れ ら に対 す る 理 解 と認 識 を 深
め る た め 、 地域 で 話 し あ い 活動 の 助 言

者 の役 割 や 、グ ル ー プ 作 り の世 話役 を
し て い ま す 。 また 、 今 回 の 参議 院 議 員
選挙 で は 、 街 頭啓 発 や 不 在者 投 票 立 会
人な ど 幅 広 く活 動 し て い ただ き ま し た 。

な お 、10 月 は 話 し あ い 活動 の 強 調 月
間 にな って い ます の で 、 推 進委 員 か ら
呼び か け が あり まし た ら 、 ぜひ ご 参 加
く だ さ い 。
問 先= 選 挙 管理 委 員 会 事 務 局

調
理
師
試
験
(
1
1
月
実
施
)
の
願
書
を
配
布
し
て
い
ま
す

試
験
日
=
1
1月
2
9日
㈲

配
布
場
所
=

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

願
書
受
け

付
け
=
一
般
は
1
0月
1
6日
、
団
体
は
1
0

月
2
日
に
都
庁
で
、
郵
送
の
場
合
は
1
0

月
1
日
～
1
2
日
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(
直
通
)

千
住
保
健
所(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

動
物
愛
護
週
間
　
9
月
2
0日
～
2
6日

考
え
よ
う
、
動
物
へ
の
責
任
と
愛
情

動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
「
動
物
の
保
護
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
私

た
ち
の
身
近
に
い
る
動
物
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
犬
に
は
正
し
い
し
つ
け
を

「
無
駄
吠
え
を
し
な
い
」「
人
や
他
の

動
物
を
攻
撃
にな
い
」
な
ど
人
間
社
会

に
受
け
(
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
犬
を
し
つ
け
る
こ
と
の
大
切
な
目
的

で
す
。
あ
な
た
の
愛
犬
は
、
鳴
き
声
や

フ
ン
な
ど
で
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
せ
ん
か
。

※
現
在
区
内
に
は
、

登
録
犬
が
1
万
4
千
頭
い
ま
す

□
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

交
通
事
情
や
住
宅
事
情
を
考
え
る
と

都
会
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
、
屋
内
飼

育
す
る

にと
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

上
下
運
動
が
で
き
る
空
間
・
専
用
の
ト

イ
レ
・
つ
め
と
ぎ
な
ど
を
室
内
に
用
意

す
る
こ
と
が
屋
内
飼
育
を
成
功
さ
せ
る

コ
ツ
で
す
。

□
「
動
物
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
=
9
月
1
9
日
出
、午
前
1
1
時
～
午

後
4
時
3
0
分
/
9
月
2
0
日
劭
、午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

場
所
=
上
野
恩
賜
公

園
内

内
容
=
愛
犬
の
し
つ
け
教
室
、

盲
導
犬
・
聴
導
犬
の
演
技
、
動
物
な
ん

で
も
相
談
室
、
こ
ど
も
広
場
、
動
物
愛

護
パ
レ
ー
ド
等

問
先
=
都
・
獣
医
衛

生
課
　
(
5
3
2
0
)
4
4
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　

―
い
ず
れ
も
―

問
先
=
千
庄
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7
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医
療
証
を
発
送
し
ま
す

□
3
歳
か
ら
就
学
前
の
医
療
証

9
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
医
療
証

の
色
は
ク
リ
ー
ム
色
(
3
歳
児
は
薄
緑

色
)
で
す
。医
療
証
は
1
0月
1
日
か
ら

使
え
ま
す
。
同
時
に
、
所
得
超
過
等
に

よ
り
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
へ
は
、

そ
の
旨
の
通
知
を
し
ま
す
。

□
3
歳
未
満
の
医
療
証

1
0月
1
日
か
ら
の
医
療
証
は
薄
緑
色

で
す
。
発
送
は
1
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

現
在
お
使
い
の
医
療
証
(
オ
レ
ン
ジ

色
)
は
有
効
期
間
が
1
月
3
0日
ま
で
で

す
。
扣
月以

降
は
使
わ
す
に
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

※
1
0月
2
日
以
降
に
3

歳
に
達
す
る
万
に
つ
い
て
は
、
満
3
歳

の
到
達
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
制
限

内
の
万
に
は
医
療
証
を
、
超
過
の
方
に

は
そ
の
旨
の
通
知
を
送
ひ
ま
す
。

問

先
=
児
童
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
ひ

と
り

で

悩
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
だ
け
で
な

く
、
広
く
地
域
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
経
験
豊
か
な
公
立

、
私
立
保
育
園

の
園
長
・
保
母
が
助
言
し
ま
す
(

秘
密

厳
守
)
。
相
談
日
=
毎
週
木
曜
日
(
午

前
1
0時
～
午
後
4
時
)

※
祝
日
は
除

く

実
施
保
育
園
=
公
立
・
私
立
保
育

園
全
園

相
談
方
法
=
電
話
お
よ
び
面

接

問
先
=
保
育
指
導
担
当
・
保
育
振

興
係

該
当
す
る
方
は
手
続
き
を
　
児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
禾
満

の
児
章
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
公
務
貝
の

方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

昨
年
、
所
得
制
限
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
も
再
度
確
認
し
て
ぐ
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
と
に

加
入
し
て
い
る
万
ほ
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
対
象
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。
※
別
に
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す

―
い
ず
れ
も
―

手
当
月
額
=
児
童
の
中
で
、3
歳
未
満

の
児
童
が
、1
人
目
・
2
人
目
り
と
き

は
5
千
円
/
3
人
目
以
降
り
ご
き
は
1

万
円

※
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
受
給

中
の
方
が
、
会
社
を
退
職
ず
る
等
で
、

申
請
時
と
保
険
証
が
変
わ
つ
た
と
き
は
、

そ
の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す

申
込
=

保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
・
年
金
手

帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
窓
口
に
持

参

申
・
問
先
=
児
童
手
当
係

7
0
歳
以
上
の
方
へ
「無
料
入
浴
券
」交
付
は
9
月
3
0
日
ま
で

無
料
入
浴
券
(
1
0
枚
綴
ひ
の
チ
フ
ッ

ト
)
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、在
宅
福
祉

課
ま
た
は
最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
(
表

7
)
に
申
請
し
、受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
(
9
月
3
0
日
)
を
過
ぎ
る
と
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
庄
意
ぐ
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
既
に
交
付
済
み
の
万
は
除
き

ま
す
。

対
象
=
4
月
1
日
現
在
、
区

内
在
住
の
7
0歳
以
上
昭
和
1
年
4
月
2

日
以
前
ま
れ
)
の
方
で
、
高
齢
者
福

祉
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
お
よ
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
の
巡
回

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス

等
を
利
用
し
て
い
な
い
方

問
先
=
在

宅
福
祉
係

9
月
1
8日
か
ら
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
・
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
空
付
し
ま
す
(
シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除
く
)
。

対
象
=
①
身
体
障
害
者
手
帳
(
1
～
6

級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
/
②
療

育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
/
③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
～
第
6
項
症
お
よ
び
第
1
款
症
～
第

5
款
症
ま
で
に
該
当
す
る
方
/
④
原
子

爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に
規
定
す

る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
方
お
よ

び
健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
方
/
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1
人
/

⑥
旧
母
子

・
凖
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世
帯

員
の
う
ち
1
人
/
⑦
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1
人

申
込
=

表
8

※
窓
口
に
持
参
す
る
も
の
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

①
～
⑤
…
管

轄
の
福
祉
事
務
所
(

表
7
)
/

⑥
・
:
国

民
年
金
課
給
付
係
/

⑦
・・・
児
童
手
当
係

表7　 福祉事務所一覧

表8　 無料乗車券申し込み一覧

※ 写真は縦4 ㎝× 横3 ㎝。最近撮影の正面脱帽で
上半身のもの

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
9
月
に
更
新
で
す

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
バ
ス
・
都
電

・
都
営
地
下
鉄
と
都
内
の
民
営
バ
ス
に

乗
車
で
き
る
定
期
券
で
す
。
東
京
都
の

制
度
改
正
に
よ
り
次
の
2
点
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

①
有
料
か
無
料
か
の
判
定
は
本
人と
配

偶
者
の
み
に
な
り
ま
す
(
昨
年
ま
で
は

扶
養
義
務
者
も
判
定
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
)
。

②
高
齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
、
お
よ
び

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
は
パ

ス
券
が
で
ま
せ
ん
。

□
1
0年
度
の
パ
ス
券
は
次
の
と
お
り
交

付
し
ま
す

▽
無
料
の
パ
ス
券

9
月
末
日
ま
で
に
民
生
委
員
ま
た
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
お
届
け
し

ま
す
(
地
域
に
よ
り
配
付
方
法
が
異
な

り
ま
す
)
。
古
い
券
は
お
返
し
く
だ
さ

い

対
象
=
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
の

方
で
表
9
の
基
準
以
下
の
方

問
先
=

社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
)
5
7
4
0
(

直
通
)

▽
有
料
の
パ
ス
券

今
年
か
ら
、
往
復
(
ガ
キ
で
購
入
希

望
U
た
方
が
指
定
す
る
郵
便
局
で
直
接

購
入
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

対

象
=
区
内
在
住
の
7
0歳
以
上
の
方
で
表
9

の
基
準
を
超
え
る
方

費
用
=
2
万
5
1
0

円

問
先
=
在
宅
福
祉
係

表9　 シルバーバス所得制限基準表( 9 年中の所得)

※ 本人の所得欄の( 　) 内は、所得の種類が公的年金の
場合、収入金額( 公的年金等控除を行う前の収入額)
が、おおむねいくらであるかを示します
※ 配偶者の所得欄の( 　)内は、所得の種類が給与所得
の場合、収入金額( 給与所得控除を行う前の収入額)
が、おおむねいくらであるかを示します

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で
す

□
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

企
業
に
障
害
者
の
雇
用
を
進
め
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。日
時
=
9
月

2
2
日
㈹
、午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

場
所
=
ア
ク
ロ
ス
あ
ら
か
わ
(
荒
川
区

荒
川
2
-
5
7
-
8
荒
川
区
立
障
害
者
福

祉
会
館
)
　
(
3
8
0
3
)
6
2
2
1

□
出
張
職
業
相
談

障
害
者
の
方
を
対
象
に
、(
ロ
ー
ワ

I
ク
足
立
の
職
員
が
出
向
い
て
職
業
相

談
を
行
い
ま
す
。

▽
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
・
・
9

月
2
8
日
圸
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

▽
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
…
9

月
2
9
日
叫
、
午
後
1

時
3
0分
～
4

時

―
い
ず
れ
も
―

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
担
当

(障)
心
身
障
害
者
医
療
助
成
制
度

該
当
す
る
万
は
、甲
請
に
よ
ひ
(
障
)
医

療
証
を
発
行
し
ま
す
。対
象
=
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
・
・
①
身
体
障
害

者
手
帳
1
・
2
級
の
方
ま
た
は
I
級
の

う
ち
内
部
機
能
障
害
(
心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
)
の
方
、

ま
た
は
、
愛
の
手
帳
1
・
2
度
の
方
/

②
所
得
が
基
準
内
の
万
(
表
1
0
)
※
2
0

歳
未
満
の
万
は
健
康
保
険
の
被
保
険

者
・
世
帯
主
の
所
得
が
対
象
に
な
り
ま

す
/
③
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
/

④
足
立
区
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
/

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方
/
⑥

公
費
に
よ
り
医
療
費
が
賄
わ
れ
て
い
る

施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
方

助
成
内

容
=
病
院
な

ど
で
受
診
し

た
と
き
に
窓

口
で
支
払
う

治
療
費
、
薬

代
、入
院
食

事
代
の
目
己

負
担
額
の
全

額
を
助
成
し

ま
す

※
差

額
ベ
ッ
ド
代
、
オ
ム
ツ
代
、
文
書
料
な

ど
、
保
険
の
き
か
な
い
も
の
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん

問
先
=
医
療
助
成
係

表10　所得基準表

※ 税 の 所 得 額 の 計 算 と 多 少 異 な り ま す

ワン
ポイント

健 康
術

【自宅でで きる脚部の筋力アップ トレ ーニング】

今回は、畳一畳のスペースでできる脚部の筋力トレ ー
ニングをご紹介し ます。この運動は、繰り返し無理なく
筋肉に刺激を与えることで、筋力を向上できます。自分
に無理なくトレーニングを継続して、引き締まった下半
身を作ってみませんか!

① ハーフスクワット
(膝の曲げ伸ばし)

足
を
肩
幅
に
開
き
、背
莇
を
仲
ぱ
し

た
姿
勢
で
自
分
に
ム
リ
の
無
い
探
さ
で
、

膝
を
曲
げ
た
り
伸
は
し
た
り
じ
ま
す
。

効
果
部
分
…
太
も
も

② カーフレイズ
(踵の上げ下げ)

足
を
肩
幅
に
開
き
。
腰
に
両
手
を
添

え

、
踵
を
上
け
下
げ
し
ま
す
。

効
果
部
分
…
足
首
の
強
化

③ レッグアップ
(足の引き上げ)

姿
勢
を
艮
く
し
て
、
手
は
腰
に
置
き
、

膝
を
腰
の
高
さ
ま
で
引
き
上け

る
。

(足
を
下
ろ
す
と
さ
、
床
に
つ
け
な
い

と
効
果
的
で
す
)

効
果
部
分
…
太
も
も

④ サイドランジ
(足の横曲げ)

足
を
肩
幅
の
2
倍
ほ
ど
開
き
、
つ
ま

さ
き
を
少
し
外
に
向
け
、
背
筋
を
伸
は

し
腰
に
両
手
を
添
え

、
片
方
の
膝
が
卯

度
位
に
な
る
ま
で
曲
げ
、
床
を
押
し
て

戻
し
ま
す
。
効
果
部
分
・・・
内
も
も

⑤ フロントランジ
(足の前曲げ)

立
っ
た
姿
勢
か
ら
、
大
き
ぐ
足
を
一

歩
踊
み
出
し
、
膝
が
卯
度
位
に
腰
を
で

げ
、
床
を
押
し
な
が
ら
元
の
位
置
に
足

を
戻
し
ま
す
。

効
果
部
分
・
:太
も
も

⑥ バッ クキック
(足の引き上げ)

床
に
手
と
膝
を
つ
き
。
片
膝

を
胸
に
近
つ
け
る
よ
う
に
構
え
、

後
ろ
上
方
に
足
を
蹴
り
だ
し
ま

す
。
効
果
部
分
…
お
し
り

《体育課》

敬
老
の
日

6
5歳
以

上

の

方

に

区
内
の
銭
湯
を
無
料
開
放

日
時
=
9
日
1
6日
㈹

場
所
=
区
内
の

各
銭
湯

対
象
=
6
5歳
以
上
の
方

申

込
=
当
日
、
番
台
(
フ
ロ
ン
ト
)
で
年

齢
を
告
げ
て
ぐ
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不

要
)

問
先
=
保
健
管
理
課
管
理
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
　
⑩

大
正
3
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始

ま
り
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
見
越
し
た
大

地
主
や
商
社
。
米
商
人
な
ど
か
投
機
的

な
米
の
買
い
占
め
を
行
っ
た
結
果
、
大

正
7
年
1
月
ご
ろ
か
ら
米
価
は
天
井
知

ら
す
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
上
が
り
ま
し

た
。
大
阪
で
は
、
米
1
升
2
3銭
だ
っ
た

の
が
、2
ヵ
月
後
の
8
月
に
は
倍
近
い
4
0

銭
以
上
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
大
正
7

年
の
買
い
占
め
に
よ
る
米
価
の
異
常

な
値
上
が
り
。
し
か
し
、
賃
金
は
い
っ

こ
う
に
上
が
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
米
よ
こ
せ
運
動
、
す
な

わ
ち
、
米
騒
動
が
起
き
ま
す
か
、
こ
れ

が
部
落
解
放
へ
の
立
ち
上
が
り
の
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
米
騒
動
は
、

大
正
7
年
7
月
に
富
山
県
内
に
お
け
る

米
よ
こ
せ
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
始

ま
り
、
翌
8
月
に
入
っ
て
全
国
に
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
全

国
で
数
十
万
人
に
も
の
ぼ
る
人
々
が
参

加
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
か
、
同
和
地
区

の
人
々
も
長
い
間
苦
し
い
生
活
状
態
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
り
人
々
が
参

加
し
ま
し
た
。

米
騒
動
を
き
っ
か
け
に
、
同
和
問
題

は
、
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
き
ま
じ
た
。こ
の
よ
う
な
運
動
の

中
で
、
同
和
地
区
の
人
々
は
、
自
ら
の

で
解
放
を
か
ち
と
ら
な
け
れ
ば
な

な
い
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、
団
結
の
力

を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
相
当
へ
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12
年
4
月
1
日
か
ら

清
掃
事
業
は

特
別
区
が
行
い
ま
す

今
年
4
月
に
地
方
自
治
法
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
東
京
都
清
掃
局
が
行
っ
て
い
る
清

掃
事
業
は
、
1
2年
4
月
1
日
か
ら
足
立
区
を
は
じ
め
と

す
る
特
別
区
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
で
は
、
ご
み
の
発
生
抑
制
と
再
利
用

を
さ
ら
に
推
進
し
、
主
に
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
や

し
尿
の
適
正
処
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ご
み
問
題
は
地
域
か
ら

ご
み
問
荷
ほ
、
区
民
恚

緊

密

接
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
地
域
に
最
も
I

区
が
吁

冫
に
と
で
、
区
が
抒
つ
て
い
る

様
々
な
仕
亊
こ
葺
葹
U

た
ひ
、
地
城
に

住
む
R
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
等
を
宮
む

方
々
と
一

緒
に
考

λ
る
な
ど
、
よ
り
I
I

竄

駟

呎

濔

掃
事
尊
葎

葦

包

が
で
罌
l

。
そ
れ
で
は
、
区
内
に
ゐ
I

清
掃
事
業
っ
て
な
に
?

ご
み
の
罌

ほ

、
私
た
芸

百

常
生

置

疂
e

冫
凡
で
灘
豎
y
'
に
y″
ほ

で
き

畧

石

。

ま
た
、
出

套
M

冫

讖

止
に
処

穉
し
て
い
ぐ
必

戳

為
I

ヂ

。

清
掃
事
苒

憾
、
毎
星

瞿

れ
る
、冰

農

家
よ
く
集
め
て
、
済
掃
工
婦
で

焼

却
レ
に
ひ
不
燃
ご
み
葆

癒

耿
な
ど
で

厠
か
く
砕
く
な
ど
の
中
間
処
理
を
し
て

埋
立
机
芬
を
し
李
f
y
。

蚤

卩

ほ

、
こ
R

蓖

仕
事
を
支
え
i

ゑ

餅
-

出
霤
れ
た
ご
み
や
」
尿
を
劭
累
よ
く

集
め
る
「
収
■
と
ご
み
を
遭
ぶ
「
運

!
奮
現
U
て
い
る
の
が
柬
・
西
濔

掃
事
務
所
戸
尓
台
・
竹
ノ
塚
灣
掃
事
業

所
で
歹
。
そ
し
て
、
應
抗
な
に
刄
を

焼
却
に
よ
っ
て
衢
缶
的
・
効
率
的
に
適

正
泓
撃
急
「
中
間
処
理
」
を
し
て
い

る
の
が
贋
掃
工
場
で
y
。
図
↓

図1　 ご みの流れと清掃施設 : 足立区内の清掃施設

※ 現在、し尿は海洋投入をしていますが、11
年4 月から下水投入施設で処理します

ま
た
、
済
掃
S
務
所
で
は
、
地
域
環

塊
の
保
全
や
嗇
鰔
循
環
、
ご
み
の
淞
t

や
経
費
の
節
蔘
X
支
だ
め
、
ご
み
の

中
に
食
R
る
紙
や
一
薦
、
ガ
ラ
ス
び

ん
な
ど
の
分
別
を
掻
進
し
て
い
欒
y
。

こ
の

ぶ
7
な
譽
源
循
環
靦
菲
函
の
要
請

に
こ
な

憂

だ

め
、
膺
靉

男

龠

き

地
域
の
霤

兄

と
一
緒
に
な
っ
て
、
脾

掃
事
孥

こ
冫
6
の
排
出
抑
制
や
資
源
化

盒
l

じ

、
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
輸
を

拡

げ
て
い
樂
歹
。
図
2
)

図2　《足立区内の清掃施設》

清掃事務所: 収集職員がいるところ

清掃事業所: 収集車両があり、運転職員がいるところ 足立東清掃事務所管内
足立西清掃事務所管内

循
環
型
社
会
を

め
ざ
し
て

◆
ま
だ
ま
だ
多
い
ご
み
◆

東
京
躁
分
ご
み
冓
呵
元
年
度
の

僧
が
t
&
最
高
に
a
年
厦
に
は
塑
刀

t
ま
で
?
な
ぐ
な
っ
て
い
斈
か
、
依

然
し
て
高
い
水
準
で
す
。
ま
た
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
'
{
種
容
器
の
7
『
'
ス

チ
ッ
グ
悟
劼
が
増
え
ゑ
き
、
ご
み
が

質
的
に
変
拓
レ
て
い
家
y
。

◆
処
分
場
の
延
命
を
◆

出
さ
れ
た
ご
み
の
机
芬
は
東
京
港
の

埋
立
机
芬
場
で
行
っ
て
い
求
y
司
今

後
釿
だ
に
東
京
港
の
中
に
処
分
場
冴
是
i
y

が

難
し
く
な
っ
て
い
家
f
'
。

そ
の

瓦
め
'
t
l
み

頷
曩
に
努
め

、
最

終
処
}
鰄

を
!
p

し
て
整
備
中
の
刄

分

撈

属
善

る
l

‥一長
く
使
っ
て
い
く
必

哭
1
2

ヂ

。

済
掃
工
場
刄
賢
添
中
間
処
理
厖
設

を
堅
琴
l
y
と
も
に
'
t
i
み
の
発
生

そ
り
も
の
儖

賢

じ

、
苑
生
レ

た
も
の
&

で
甓

だ

け
奢
源
と
し
て

再
利
用
し

て
い
ぐ
必
要
が
あ
ひ
豕
r

。

◆
ご
み
に
し
な
い

出
さ
な
い

活
用
す
る
◆

で
呱
、
ご
み
多
多
¥
だ
の
に
、
私

た
觜
ほ
ふ
だ
ん
の
暮
ら
C
の
中
?
倚
を

す
5
X

い
の
で
し
ょ
う
。

▽
食
べ
残
し
な
ど
貪
材
の
{
迴
を
な
く

し
、
驃
め
譬
え
商
品
奎
蓴
コ
▽
買
い

物
袋
鷽
持
参
す
る
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
参
加
す
る
▽
新
聞
や
ビ
ン
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
費
源
ご
み
を

分
掣
呑
な
一
&
考
灸
元
求
f
y
。

こ
Q

ぶ
つ
に
、
ご
み
問
題
は
ふ
だ
ん

の

″
吝

の
馬

裂

と

暴

戻

祕

佩
で
、

私

た
ち
一
人
―

し
て
い
ぐ
&
戳
あ
2
ヂ
。

そ
れ
曠

芒

り

と

で
は
な
ぐ
、

も
9

″
寒

冫
i

呆

当
に
必
要
な

り
の

な
り
を
7

へ

ご
み
奩

亊
多
i

掻

て

た
後
に
は
ζ
7
な
ゑ

ツ
か
思
い
浮
か

べ
る
な
ど
、
ご
み
に
レ

な
い
、
ご
み
を

…
a
o
｡
い

、
、圭

み
震

撼

必
要
で
昿
な
い
で
し
ょ
う
呎

問
先
1

企
画
邸
移
管
羣
偉
徂
渤

S
(
1
)
?
L
L
㈹

粗大
ごみ

処
理
料
金
の
支
払
い
が

シ
ー
ル
方
式
に
変
わ
り
ま
す

狛
簣
T
a
か
ら
、
収
集
綬
の
金
融

機
酲
等
で
の
払
い
込
み
方
式
か
ら
、

あ
ら
か
じ
め
シ
ー
ル
夲
膚
入
の
'
冫
x
、

粗
大
ご
み
に
は
っ
て
い
た
だ
く
方
式

に
廓
り
n
汞
y
。

□
シ
ー
ル
販
売
場
所

「
有
料
粗
大
ご
み
処
理
劵
取
扱

所
」の
表
示
9
呪
販
売
店
、
布
よ

ぴ
蓊

掃
事
務
所

□
シ
ー
ル
の
種
類

有
料
粗
大
ご
み
処
理
券
A
(
躙

巴

布
9

肌
理
烽
Wこ
聊
円
)
の

一
種
類
。曹

ご
と
に
霾

豎
芬

簔

刄

。つ
て
、排
出

表1　 シールをはる枚数

問
先
£
高
掃
局
作
業
部
眥
蔔
課
　
　
　
s

(―
)
I

区

ふ

薗

都
移
管
準
備

担
当

酋
{
1
}
I

㈹

*
　
　
*
　
　
*

※
粗
大
ヽ
にみ

の
申
」
込
み
に
つ
い
て

哭

ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

酋
(
q
a
)
7
1

取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
行
政
改
革
」

～
9
年
度
実
績
報
告
～

区
は
、
「
吁
歌
収
載
大
綱
貧
二
応
」

に
基
つ
き
、
8
年
宸
か
ら
第
一
灰
行
政

改
革
に
取
捻
蔘
(
で
い
家
y
。

2
年
目
に
蔔

富
1

年
畧

螽

哭

て
、

大
綱
に
定
め
β
れ
た
6
8の
詣
一
S

項
の

う
ち
、
「
完
了
」
お
よ
び
「
引
き
統
き

取
り
組
q
i

ほ
'
の
る
が
、
盍

仞
の
目

標
忿

隍

邏
一
S
J
に
至
っ
た
も
の

が
3
8

亊
項
に
進
し
、
遮

馬
率
は
5
6
S
ど

な
ひ

ま
レ

咫
。

ま

咫
。
鶚
!

篏

の
削
菷
や
事
務
事

業
の
見
直
し
、
民

間
委
託
の
推
濮
な
ど

に
ぶ

や
(
件
費
・
事
巣
一

の
節
減
は
、
1

年

宸
か
ら
の
累
計
刄

抓
M

億
&
千
伽
万

円
と

な
っ
て
い
末

す
。

9

年

度

の
主

な

取

り

組

み

□
定
員
管
理

の
適
正
化

前
年
畧

縦

で

、
7
9人
の
鶚
跚
を
削

佩
し
、
人
件
!

亙

尹
i
C
t

。

□
時
間
外
手
当
の
削

減

ノ
ー
巻

尹
1

の
導
入
や
個
別
の
S
l
i

餮

后

よ

り
、
職
員
L

人
あ
た

ひ
の
月
平

翻

逼

罰
務
時
間
夸
L

時
間

短
縮
し
、
時
間
外
手
{『
歪

霧

し
声
‥
'

た
。

□
戸
籍
事
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化

匪
明
の
発
行
が
よ
り
迅
掃
`
で
き

彖
3

に
な
り
、
併
せ
て
I

務
の

省
力

化
も
実
芒

ま
レ

た
。

□
公
的
年
金
受
給
者
の
現
況
確
認
手
続

き
の
シ
ス
テ
ム
化

-
ぶ
霓

っ
酸

長
の
叢

印
が
廃
沓

れ
ま
し

秡

冫
れ
に
よ
り
、

豐

靨

覊

し

て
い
る
万
r
t
'

一
郡
の
堺
誓

除
い
て
、
区
役

所
忿

食

事
務

所
に
行
か
な
ぐ

て
も
、
概
況

盾

蠡

田

で

費
る

炙
e

襃

蚤

」
た

。

□
庁
内
内
部
事
務
手
続
き
の
簡
略
化

1
9

吁
で
や
ひ

こ
り
さ
れ
る
又
S

を
、
文
一

萱

糯
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て

子
配
I
T

彖

苫

に
よ

り
、
ペ
ー
パ

ー

レ
ス
化
一
″
暹
め
ま
レ
た
。

▲ 電 子 配 信 に よ り ペ ー パ ー レス 化

□
学
童
擁
護
制
度
の
見
直
し

交
通
安
―
全

慾
釁
'
、
6
8
小
学
梳
i
蔘
青
園
で
、

2
万
X
T
Q
T
一
の
鴉
x
・
園
児
を
対

象
に
輿
昴
&
c
だ
。
こ
う
し
て
、
交

通
ル
ル
の
教
膏
を
摎
t
呂
忿

に
、
-

所
の
見
飄
1
¥
行
り
r
旡
。

▲ 交通安全教室

□
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
事
業
の
推
進

捜
雰
ア
を
総
e
8
9
に
進
め
る
た
め
、

保
健
・
福
祉
・
医
愿
岡
が
瞿
蘰
u
て
、

ケ
ア
ご
フ
ン
の
俘
呎
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ

ュ
ー
の
潛
豕
吁
『
'
事
巣
で
y
。
9
年

度
宋
焉
苟
で
巍
チ
ー
ム
が
組
皐
さ
れ
、

個
々
の
状
況
に
価
蚯
最
湎
な
ケ
ア
サ

ー
ピ
ス
か
選
択
・
提
供
t
賈
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
を
羮
變
芳
の
負
帽
軽
減
に

努
め
て
い
求
y
。

□
公
設
民
営
保
育
所
の
設
置

低
年
齢
児
豪
中
心

と
し
て
増
大
す
る

保
育
儒
要
に
対
i

炙

だ

め
、
低
年
齢

―

裹

气

区
立
保
育
園
F

園
の

移
転
・
改
築
に
併

せ
て
、
民
間
の
拡
蕀
福
祉
法
人
に
運
営

を
委
駈
に
¥
r
だ

。
こ
9

夊
泛

保
育

サ
ト
ピ
ス
奮

娶

じ

な
が
ら
、
経
費
を

節
萃
r
9

む

か
で

孝
壽
レ
た
。

し
な
や
か
で
力
強
い

足
立
区
を
め
ざ
し
て

本
年
1
月
に
地
万
自
治
法
が
硲
吉

れ
、
こ
れ
ま
で
都
の
内
部
団
体
的
な
扱

い
だ
っ
た
特
別
区
が
、
1
2
年
宸
か
ら
は
、

市
町
村
と
同
じ
ぶ
£
塗
礎
的
な
目
治

体
と
な
ひ
豕
y
。

ま

た
、
y
れ

良
で
の
中
央
集
権
的
な

裳

の

あ
癸

哀

め

。
勞

に
権
限

蠹

乙

て
ぃ
I

前
に
迫
っ
て
お
り
、
足
立
区
肺
8

に

し

な
や
か
で
強
い
体
質
の
ら
勸
体
と

な

っ
て
い
か
尽
口
れ
ぱ

な
a
碁
眷

ん

。

こ
R

逅

変
革
を
し
っ
か
口
戸
受
け

止
め
、
区
民
の
■

兄

の
仭

碩
に
直
結

す
る
様
々
な
課
弯
や
要
望
に
者
'
p
ん
と

こ
S
'
(
て
い
く
た
め
に
、
行
政
収
革
の

よ

り
一
層
の
推
孫

哭

か
甘
畧

ぺ

篦
の
皆
児
の
ご
騨
き
男

を
い
な
i
屁
が
ら
、
足
立
区
は
"
'
ら

に
行
政
改
革
&
暹
め
て
い
き
豕
y
。

問
先

ふ

鉗

課

酋
(
3
8
8
0
)
I
L
L

㈹

足立区の友好都市

鹿沼市は10年10月10日、

市制50周年を迎えます

シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ベ
リ
ー
ち
ゃ
ん

戦
後
間
も
な
い
昭
和
2
3
年
四

月
1
0吁
、

薦
沼
町
が
単
独
で
市
制
歪

荐

じ

、
栃

木
哢

ぢ

番
E
の
市

「
鳫
沼
市
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
聟

疋
7

村
。

覃

に
嘉

奚

併
し
、
軽

帛

斌

と

な
v
F

だ

。

当
時
は
、
人
口
が
旦
刀
人
余
り
で
、

木
工
、
農
業
が
中
心
で
レ
瓦
。
レ
一
…
y
し
、

4
0
年
代
聊
半
に
工
業
団
地
の
竜
馬
が
始

ま
り
、
4
7
年
に
東
北
縦
貰
自
動
車
道
が

閲
通
し
て
以
来
、
新
た
な
産
業
都
市
と

し
て
m
を
想
7
1
コ
に
な
v
x
レ
t
。

県
臾
西
部
地
域
に
あ
っ
て
、
水

と
緑
の

豊
か
な
鳫
酲
市
は
、
そ
の
後
、
晨
・
林

・
商
・
エ
煢

こ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
茜

済
し

た
と
い
え
家
T

。

今
年
は
、
温
尿
竟
用
し
た
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り
組
み
ホ
y
。

こ
れ
は
各
種
相
談
業
務
や
健
康
増
進
榲

觴
旁
持
ち
、
敷
養
娯
楽
一

瓢

砥

合
的

に
支
顰
I

蓊

設
で
す
。
齋

っ
に
、
将

悉

皷

票
保
!
l
E

祗
禰

じ
毒
T

。

人
叭
と
っ
て
5
0
年
と
い
う
礬
a

…天

奠

蔵

味
を

持
つ
ぶ
コ
に
、
鰥
沼
市
に

と
っ
て
‘
函

飃
年
と
り
2

罟
i
a

叉

、

蓿
芬
が
大
木
に
育
つ

ぷ
コ
に
、
し
っ
か
n

譽
i

肓
な

が
ら
、
新
た
な
飛
躍

の
た
め
に
着
々
と
そ
の
歩
み
を
進
め
よ

う
F
t

い
毒
f
'
。

こ
の
5
0
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民
主

体
の
笑
行
耆

跚
会
が
中
心
丸

首

、
様

々
な
催
し
を
企
回
し
て
い
奪
y
(
表
2
)
、

表2　 市制50 周年記念・主な記念事業

▲ 表2中で※ 表示の記念事業が開催される

フォレストアリーナ( 総合体育館)

問先
U
鷹沼
市忿
町企
画
課

魯―
(
6
3
)
2
1
4
6

鹿
沼
市
と
の

友
好
都
市
提
携

足
立
区

と
薦
沼
市
y
ほ

、
昭
和
5
9
年
1

月

に
足

立
区
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン

タ
ー

廠
沼

市
板
苞

が
開
設

さ
れ
た
'
左

に
よ
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の

交
流
が
竕
ま
n
籥
C

た
。

交
畧
ほ
一
I
咒
町
政
、
足
立
区

制
6
0
周
年
配
念
!
?
じ
て
、
新
潟
県

小
出
町
長
野
県
山
ノ
内
町
に
続
き
、

里
`
4
箆
肖
1
白
に
都
市
提
携
膏
銛

ぴ
声
レ
た
。

現
在
で
は
。
数
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
等
が
行

わ
れ
て
い
李

す
。
ま
咫
、
い

ず
れ
か
が
災
豐

莟

っ
た
と
唇
'
陛

、

物
的
・
人
的
に
支
世
レ
あ
い
家
罵

問
先
H
足
立
区
都
市
提
携
係

一
一
(
1
)
5
L
L
L

㈹

訪

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

足
立
公
共
職
業
安
定
所

□
仕
事
の
相
談
・
紹
介
を
し
て
い
ま
す

毎
日
、
常
勤
・
日
雇
い
・
パ
ー
ト
な

ど
の
求
人
が
寄
餮
a
い
る
「
ロ
ー
ワ
ー

″
寔
立
。
零
人
情
報
だ
唇
男
瓦
、
だ

れ
で
も
自
由
に
見
る
y
」
と
が
で
章
琢
y
。

特
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
コ
L
ナ
ー
に
は
、

前
日
に
営
姙
情
報
夸
y
ぐ
撈
″
。
ま

た
、
u
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
万
に
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
通
し
て
ご
憲
一
の
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
不
人
情
謇
葆
供
し
て

い
家
y
。紹
介
や
相
譽
冪
吁
る
場
合

で

も

、
印
鑑
や
書
襌
呀

翦

忿

い
の
で

、

気
軽
に
求
人
情
報
奮

咎
栫

ぐ
こ
と

が

で

罌

紊

。

□
管
轄
は
足
立
区
・

荒
川
区

(
ロ
ー
ワ
ー
g
笠
は
s
の
施
設
で
、

管
轄
は
、
足
立
R
石

荒
川
区
。
特
に
足

立
区

曠
公

羅

ヱ

堝
が
点
在
し
、
技

能

・
製
造
の
求
人
が
多
い
地
域
で
す
。
ま

た
、
区
内
r
阿
跫

立
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
あ
り
、瓢
甼
運
輸
関
係
の
求

人
も
あ
ひ
豕
r
。な
芻
、仕
事
の
相
談

・
懇
苡
外
に
も
、事
巣
主
へ
の
助
成

龠
覆
用
保
険
の
柵
町
・
加
入
促
進
等

奮
行
つ
て
い
家
y
。

□
求
人
倍
率
は
0
.
2
9
倍

1
月
の
、求
人
倍
率
(
注
は
I

売
碧
。厳
し
い
社
会
状
勢
{
K
ど
、

年
々
求
人
黥
誕
‘
下
し
て
い
嫐
y
。し

か
し
、
「ロ
ー
ワ
ー
名
笠
で
は
、積

極
的
に
事
掌
王
の
方
へ
お
願
い
す
攵
y
な

ど
平
入
開
拓
を
し
て
い
家
す

。

準

」
求
職
者
一
人
に
何
人
分
の
求
人

が
あ
ゑ

を
i
l

□
メ
リ
ッ
ト
は
無
料
で
安
心

(
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職
・
求

人
は

戸
も
に

無
料
。
‘
'尼

、
求
人
カ
ー
ド
に

は

、
会
社
の
情
報
か
ら
靼

屋

殍

ま
で

く
わ
し

ぐ
記
入
さ
れ
、
万
一
そ
の
网
容

鉦

腎

が
あ
れ
ぱ

、(
ロ
ー
ワ

ー
ク
が

対
原

名

の
で

、
安
心
で
歹

。

ハ

ロ

ー

ワ
ー

ク

か

ら

事

業

主

の

方

へ

お

願

い

毎
a

多
く
の
万
が
求
職
に
み
え
て
い

享

あ

で
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求

人
冊
報
豪
邸
寄
せ
く
だ
さ
い

。
特
に

、

高
齢
者
・
障
害
者
の
万
の
平
入
冊
報
を

お
贊
C

て
い
嫐
歹
。

問
先
=
(

ロ
ー
ワ

廴

祓
笠

♀

住
河

悪

貿
y
卜
2
0
)

昔
(
1
)

～

学

校
ア

ル

バ

ム

渕 江 小 学 校

西保木間1- 10- 3

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
皿
の
精
神
を
棊
聊
と
し
、
広

く
国
際
社
会
に
お
い
て
盆
一
吃
隻
茗

y
に
'
呉
t
旻
茹
・
徳
・
体
・
情
操
の

調
和
-

蹇

緊

め
芦

レ
、
家
庭
、
捷

雰

蒿
石

の
緊
啻
な
連
票

χ

と
に
本
校
の

教
育

蠢

堆

石

。

`
ま
I

`
覃
i
く
助
け
e
早

Q
心
急

袰

蔘

戞

殳
李

【
沿
革
】

▽
明
治
迦
百
月
啻
笠
郡
渕
江
尋

常
高
等
小
学
校
と
し
て
創
立
。
▽
昭
和

7
年
珀
月
東
京
市
渕
江
尋
常
高
等
小

学
慇
詼
称
マ
昭
和
1
6
年
t
月
東

京
市
茵

汕

簟

穿
収
i

豕

▽
昭
和

翠
A

型

小
学
収
蔵

称

マ

昭
和
3
4
年
i

月

保
木
間
小
学
校
分
曜

開
校

▽
昭
和
S
T

月

測
江
第
一

小
衄
必
芬
離
開
校
、
特
殊
攣
象
鉛
厦

▽
昭
和
4
4年
i

月

彈

琲

二
小
学
校

分
離
開
校

▽
平
虞
3

年
柚
河

創
立

蒿

年
髪

▽
平
成
翠

λ

蚕

在

本
業
裘

霰
1

万
啝

人

▽
平
成
m

桜
l

疂

徑
1
5

学
厭
、
泌

暮

劭

人【
井
立
健
藏
校
長
先
生
か
ら
】

全
教
職
員
が
、
率
偽
じ
て
チ
佩
た
ち

の
中
に
飛
び
6
、
罕
供
の
性
格
、
道

徳
性
、
学
力
、
環
旆
等
子
佩
に
闘
t
C

あ
ら
ゆ
る
'
に
と
に
目
を
圧
ぎ
、
泌
薦
t

解
に
努
め
て
い
る
。
そ
れ
を
幕
髮
に
学

校
教
育
の
具
現
化
汳
`
つ
て
い
る
。

渕 江 中 学 校

保木間3- 6- 6

【
教
育
目
標
】

学
校
教
育
の
一
層
の
芫
実
・
向
上
を

目
狎
‥
y
、
家
庭
・
地
堺
?
{
億
頼
榔
れ

る
学
-
、

人
間
尊
一
の
精
神
を
戞
驛
″
じ
、
心
身

と
黝
跏
簾
で
、
知
性
と
s
性
に
富
み
、

人
間
件
蔘

刄

覃
寉

の
冐
馬
に
努
め
る
。

よ
く
老
べ

自
ら
学
ぷ
人

②
正
し
ぐ
判
断
し
、
実
行
r
Q

人

③
礼
憊

枦
y

丶

情
操
攀
か
な
人

―【
沿
革
】

マ
昭
和
3
4
年
」良
一

第
十
四
中
学
″
芬

校

と
し
て
躱
置

∇
昭
和
g
7

月

`
哩
中
学
校
と
n
デ
4
籬
開
校
マ
昭

和
釘
甼
&
一
体
青
館
・
増
撕
校
舎
落

成

χ

以
後
昭
挧

温
l

量

で
扠
舍

増
改
築
▽
昭
和
4
5
?
鳶
竹
の
椒

中
学
棯
分
離
開
校

▽
昭
和
迴

百

月

木
造
校
舎
解
体

▽
平
成
1

年
辺

月

創
品

珊
年
記
念

▽
平
虞
4

年
A

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
慝

涸

▽
平
馬
1
0

年
1

月
末
現
在

卒
業
缶
総
数
1

万

丁
キ

剛
人
I
>

平
成
匐

百

塁

霤

祐
一
m

、
生

徒
散
働
人

【
丸
山
進
校
長
先
生
か
ら
】

今
年
度
、
創
立
瀚
禁
発
、
「
一

人
ひ
と
ひ
個
性
輝
く
、
渕
江
中
」
c
4
>

と
歡
聊
鎰
i
'
、
忠
籍
荳
9
人
間
的

な
ふ
れ
あ
い
奮
莓
贊
t
い
る
。
薯
ち

*
い
た
学
習
環
境
9

笳

で
学
習
・
郡

活
勵
に
お
い
ア
夭

參
i

薑
霎
豕
哩

て

い
る
。
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金
・
税

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
0
年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
期

限
後
は
、
高
率
の
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

差
し
押
さ
え
等
の
処
分
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て
納
付
で

き
な
い
場
合
や
、
そ
の
他
不
明

なと
き

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
課
納
税
第
一
・
第
二
係

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
、
お
済
み
で
す
か
!

□
第
3
1
号被
保
険
者

第
3
号
被
保
険
者
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
を
い
い
ま
す
。
保
険
料
の
納

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
を

し
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
第
3
号

被
保
険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま
せ
ん
。
届

け
出
を
レ
な
い
と
将
来
年
金
が
受
け
ら

れ
な
ぐ
な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り
し

ま
す
。
該
当
し
た
と
き
は
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

□
種
別
変
更

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で

あ
る
夫
(
妻
)
が
退
職
や
転
職
し
た
と

き
。
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
収
入

が
増
え
た
り
、
離
婚
な
こ
に
よ
り
扶
養

者
で
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
つ

ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ
、
届
け

出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
区
民
事
務
所

か
国
民
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

問
先
=
国
民
年
金
課
適
用
係

ご
利
用
を
　
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
(
自
動
払
込
)

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
り
替
え
は
、
金
融
機
関
の
口

座
か
ら
納
期
ご
と
に
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(

貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の

納
付
書
を
持
参

申
先
U
預
(
貯
)
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、

ま
た
は
区
担
当
窓
口

、
区
民
事
務
所

問
先
=

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・
納

税
課
整
理
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・
:

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国

民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年
金
課
保
険
料

係

生
活

環

境

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で

、
建

物
の
新
築
や
増
改
築
等
で
出
入
口
を
変

更
す
る
場
合
は

、
新
た
に

住
居
番
号
(

住
所
)
を
決
め
る
届
け
出
が
必
要
で
す

。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
正
し
い
住
所
が

決
ま
ら
ず
、
住
民
票
の
異
動
等
の
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。
上
棟
式
・
基
礎
工

事
が
終
了
レ
た
ら
。
建
築
確
認
書
一
式
(

特
に
案
内
図
と
配
置
図
)
を
ご
用
意
の

う
え
届
け
出
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
建

物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
ア
パ
ー
ト

等
建
物
の
名
称
変
更
の
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

問
先
=
住
居
表
示
担

当

メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
　
環
七
に
地
下
鉄
を
!

8
月
2
8
日
、
「
環
七
高
速
鉄
道
(
メ
ト

ロ
セ
ブ
ン
)
促
進
協
議
会
(
足
立
、
葛
飾
、

江
戸
川
の
3

区
で
構
成
)
」と

「
エ
イ
ト

ラ
イ
ナ
ー
促
進
協
議
会
(

世
田
谷
等
6

区
で

構
成
)
」
と
の
合
同
促
進
大
会
が

「
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

各
区
住
民
代
表
ら
約
1
千
4
0
0人が
参
加

し
、環
状
鉄
道
の
早
期
実
現
に
向
け
、最

善
を
尽
く
す
大
会
决
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
9
区
長
が
運
輸
大
臣
を

訪
ね
、2
3区
周
辺
部
を
結
ぶ
環
状
鉄
道

が
、
次
期
運
輸
政
策
審
議
会
の
整
備
計

画
路
線
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
、
強
く

要
請
し
ま
し
た
。
問
先
=
都
市
交
通
課

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
1
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
9
7
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課
助

成
係

表1　 水洗化可能地域

生
け
垣
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

区
で
は

〝ま
ち
の
み
ど
り
づ
く
り
〟

の
一
環
と
し
て
、
生
け
垣
な
ど
緑
化
工

事
(
道
路
に
面
す
る
と
こ
ろ
)
に
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
を
生
け
垣
に
直
し
た
い
方
、
ま
ち

に
み
ど
り
を
増
や
し
た
い
と
お
考
え
の

方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先
=

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

燃えない建物を
建てる方に助成します
11年3 月31日に環状7 号線ほか

2 地区事業終了

区
で
は
、
「災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」の
一
環
と
し
て
、大
地
震
時
の
火
災

に
対
し
安
金
な
「
避
難
路
」
や

「延
焼

遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
都
市
防

災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区
域
内
で

事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に
合

っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工
事

費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不
燃
化

を
促
進
す
る
も
の
で
す
。こ
の
区
域
内

で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の
方
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
築
工
事

着
手
ま
で
に
助
成
申
請
が
必
要
で
す
の

で
。ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。都
市
防
災
不

燃
化
促
進
事
業
は
、現
在
右
図
の
5
地

区
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、環
状
7
号
線

・
日
光
街
道
北
部
・
補
助
1
0
9
号
線
の
3

地
区
は
、3
月
3
1
日
で
事
業
終
了
で
す
。

な
お
、助
成
対
象
は
、事
業
終
了
日
に

完
成
し
て
い
る
建
築
物
で
す
。※
不
燃

化
促
進
区
域
は
、指
定
路
線
の
道
路
の

両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m
以
内
の
区
域
、

お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域

で
す
。

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

「
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
答
申
」が

音
訳
テ
ー
プ
・
点
字
に

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
樫
の
実
会
と
点

訳
友
の
会
(
グ
リ
ー
ン
ト
マ
ト
)の
協
力

で
「
第
四
期
足
立
区
生
涯
学
習
推
進
協

議
会
答
申
」
が
音
訳
テ
ー
プ
・
点
字
に

な
り
ま
し
た
。

閲
覧
場
所
=
音
訳
テ

ー
プ
…
中
央
図
書
館
、
区
政
情
報
室
、

生
涯
学
習
館
/
点
字
・・・区
内
図
書
館

拓
ヵ
所
)
、
区
政
情
報
室
、
生
涯
学
習

館

問
先
=
生
涯
教
育
推
進
課
計
画
主

査

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は

区

役

所

代

表

へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
・・・
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
間
先
・
:会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

米
穀
小
売
業
新
規
登
録

(
1
2
月
1
日
登
録
)
の
受
け
付
け

申
請
書
類
配
付
場
所
=
都
・
生
活
文
化

局
米
穀
係
、
区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

申
請
期
間
=
9
月
1
6日
～
1
0月
3
0日

王
日
祝
日
を
除
く
)
問
先
=
都
・
生

活
文
化
局
米
穀
係(

5
3
8
8
)
3
0
8
3

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
に
補
助
金
を
支
給

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
を
通
学
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
方
へ
、
学
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
補

助
金
(
1
0年
度
前
期
4
月
～
9
月
)
を

支
給
に
ま
す
。

申
込
=
区
内
の
外
国

人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
を
有
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
・
:学
校
か
ら
の

指
示
に
従
っ
て
手
続
き
/
区
外
の
外
国

人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
を
有
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
=
・私
学
振
興
担

当
へ

※
在
籍
証
明
書
(
区
役
所
所
定

の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑
が
必
要

申

・
問
先
=
私
学
振
興
相
当

ご
参
加
を
　

心
身
障
害
教
育
懇
談
会

区
立
小
・
中
学
校
の
心
身
障
害
学
級

で
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
の
能
力
・
特

性
な
ど
を
伸
ば
す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

就
学
に
当
た
っ
て
心
配
や
悩
み
の
あ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
日
時
=
9

月
2
1日
囲
、午
後
2
時
～
4
時

場
所
=

教
育
研
究
所

問
先
=
学
務
課
心
身

障
害
就
学

み
ん
な
で
綾
瀬
川
を
調
査
し
ま
し
た

7
月
2
4
日
、小
中
学
生
と
保
護
者
3
8

人
が
、綾
瀬
川
の
水
質
調
査
を
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
「綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
2
1
地
域
協
議
会
(
綾
瀬
川
流
域

1
4市
区
町
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
建
設

省
で
構
成
)
」
活
動
の
一
環
で
毎
年
行

う
催
し
で
す
。
今
年
は
1
2市
区
町
が
参

加
し
、
流
域
の
水
質
を
調
査
し
ま
し
た
。

橋
の
上
か
ら
採
水
し
透
明
度
、
酸
素

の
有
無
な
ど
を
測
定
。綾
瀬
川
(
内
匠

橋
)
の
水
は
支
流
の
毛
長
川
(
鷲
宮
橋
)

よ
り
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。暮

ら
じ
の
中
の
ち
ょ
つ
と
し
た
工
夫

が
川
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
。

問
先
=

環
境
課
調
査

(
3
8
8
)
5
3
7
5

掲
示
板

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療

日
時
=
9
月
1
5
日
㈲
、午
前
9
時
～
午

後
3
時

場
所
=
老
人
会
館

対
象
=

区
内
在
住
の
6
0歳
以
上
の
方

内
容
=

は
り
・
き
ゅ
う
施
療
と
東
洋
医
学
の
無

料
相
談

定
員
=
1
0
0人(
先
着
順
)

問
先
=
咄
東
京
都
鍼
・
灸
師
会

天
野

(
3
8
8
1
)
8
2
5
1

□
第
2
5回
区
民
健
康
祭
り

日
時
=
9
月
2
6日
出
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
=
健
康
相
談
、
検
診
、
実
技
指
導
(

区
内
医
療
5
団
体
が
主
催
)

費
用
=

無
料

問
先
=
足
立
区
歯
科
医
師
会

(
3
8
8
2
)
7
3
3
7

□
都
民
の
日
健
康
ふ
れ
あ
い
大
会

日
程
=
1
0
月
1
日
團
場
所
=
東
京
武

道
館

内
容
=
歩
け
歩
け
1
0㎞
コ
ー
ス

、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ

問
先
=
東
京
都
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
　
(
3
2
6
7
)
2
5
9
1

□
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時
=
1
0
月
1
日
～
3
月
1
8
日
の
毎
週

木
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
(
全

2
0回
)

場
所
=
佐
野
セ
ン
タ
ー

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
で
講
習
会
終
了

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
き
る
方

定
員
=
4
0人

費
用
=
2
千
円
(
教
材

費
含
む
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
手
話
学
習
歴
を

明
記

期
限
=
9
月
2
2日
必
着

申
・

問
先
=
足
立
区
ろ
う
者
福
祉
推
進
合
同

委
員
会

〒
1
2
1・0
8
3
2

古
千
谷

本
町
3
-
9
-
1
4

是
枝
方

(
3
8
9
7
)
7
2
8
1

□
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
日

の
出
職
員
(
看
護
婦
)
募
集

勤
務
時
間
=
週
休
2
日
、午
前
8
時
弱

分
～
午
後
5
時
3
0
分
(
日
直
・
夜
勤
な

し
)

申
込
=
履
歴
書
持
参
(
随
時
)
。

く
わ
し
ぐ
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を

場

・
申
・
問
先
=
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
日
の
出(

3
8
7
O
)
1
1
2
1

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

▼
9
月
2
7日
間

午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
の
場
合
は
1
0月
4
日
囲
/

谷
在
家
公
園
/
7
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

ク
ラ
ブ
旭
・
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
9
月
2
7日
日

午
前
1
0時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
旧
区
役
所
千
住
庁

舎
跡
地
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
齊

藤
　
　
　
(
3
6
2
8
)
0
4
9
2

▼
1
0月
4
日
剛

午
前
9
時
～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
元
昌
江
公
園
/
1
0
0

区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
店
品
の

種
類
を
明
記
(
9
月
2
2日
必
着
)
/
〒
1
2
3

・
0
8
4
3

足
立
西
郵
便
局
留

金

子
　
　
(
5
6
8
1
)
6
0
7
7

□ 少年相談所開設　日時=9月25日～27日、午前10時～午後5時　場所=西武百貨店渋谷店　問先=警視庁少年第一課　3581- 4321
※ 電話相談も同時受付　3580- 4970
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催
し
物
ガ
イ
ド

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

古
く
な
っ
た
図
書
館
の
本
を
、
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。

※
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

日
時
=
1
0月
1
7

・
1
8日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時

対

象
=
区
民

場
・
問
先
=
佐
野
図
書
館

(
3
6
2
8
)
3
2
7
1
n

水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時
=
1
0月
1
4日
團
、
午
前
1
0時
～
午

後
2
時

塲
所
=
千
住
曙
町
船
着
場
～

吾
妻
橋
(
隅
田
川
)
～
両
国
～
勝
ど
き

橋
～
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
青
海
桟

橋
上
陸
(
青
海
公
園
・
テ
レ
コ
ム
セ
ン

タ
ー
自
由
見
学
)
～
勝
ど
き
橋
～
千
住

曙
町
船
着
場
(
水
上
バ
ス
利
用
)
対
象
=

観
光
協
会
会
員
と
家
族
お
よ
び
区
内

在
住
の
方

定
員
=
1
3
0人程
度
(
抽

選
)

費
用
=
観
光
協
会
会
員
・・・
3
千

円
/
会
員
家
族
…
3
千
迴
円
/
一
般
…

4
千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
、当
日
現

地
で
支
払
い
)
申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、会
員
・
会
員
家
族
・
一
般

の
別
、
「1
0
月
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

希
望
」と
明
記
※
(
ガ
キ
ー
枚
で
3

人
ま
で
。返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者

の
住
所
、氏
名
を
必
ず
記
入
。重
複
申

し
込
み
は
無
効
期
限
=
9
月
2
5
日
消

印
有
効
申
・
問
先
=
観
光
協
会
リ
バ

ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
担
当
(
産
業
振
興
課

内
)
〒
1
2
0
-
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-

1
7
-
I

花
い
っ
ぱ
い

コ

ン
ク
ー
ル

1
1
年
度
参
加
団
体
募
集

仲
間
と
一
緒
に
空
き
地
を
花
壇
に
し

て
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象
=
区
内
の
町
会
・
自
治

会
、
学
校
等
の
団
体

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

期
限
=
9
月
2
2日

申

・
問
先
=
地
域
振
興
課
育
成
係

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
・

イ
ン
・
オ
ー
タ
ム

日
時
=
9
月
2
6日
広
、
午
後
6
時
3
0分

開
演

場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

費

用
=
無
料

問
先
=
事
務
局
・
薬
師
神

(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

老
人
会
館
書
道
教
室

日
時
=
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
(
全
1
2

回
)
、午
後
1
時
～
2
時
3
0分

対
象
=
6
0

歳
以
上
で
区
内
在
住
の
万

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
(フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記

期
限
=
9
月
1
6日
必
着

場
・

申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

荒
川
グ
リ
ー
ン
エ
イ
ド
'
9
8

グ

ル
ー
プ
で

参

加
し

ま

せ
ん

か

日
程
=
1
0月
2
5日
囲

場
所
=
荒
川
左

岸
河
川
敷
わ
ん
ど
広
場
ほ
か

内
容
=

荒
川
流
域
の
一
斉
清
掃
、
ゴ
ミ
調
査
、

水
質
検
査
の
体
験

申
込
=
電
話

期

限
=
9
月
3
0日

申
先
=
計
面
調
整
課

計
画

※
珀
月
3
日
に
事
前
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
万
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
土
木
部
計
画

調
整
課
計
画

地
域
ギ
ャ
ラ
リ
ー

現
代
美
術
展

日
時
=
9
月
1
9日
～
2
6日
、
正
午
～
午

後
7
時
(
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
)

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
=
無
料

問
先
=
文
化
振
興
係

地
域
指
導
者
養
成
講
座

子
ど
も
と
楽
し
む
遊
び
術

日
程
等
=
表
3

場
所
=
青
年
セ
ン
タ

ー

対
象
=
1
6歳
以
上
で
青
少
年
団
体

活
動
、
青
少
年
教
育
活
動
等
に
携
わ
っ

て
い
る
方
、
そ
の
他
興
味
・
関
心
の
あ

る
方

費
用
=
実
費
(
材
料
費
、
食
料

費
な
ど
)

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
6
日

申
・
問
先
=
少
年
育
成
係

表3　 地域養成講座日程表

※ いずれも木曜日、午後7時～9時

北
の
大
地
か
ら

自
然
の
中
で
育
っ
た

ア
イ
ヌ
文
化

自
然
環
境
と
関
わ
り
が
深
い
ア
イ
ヌ

の
文
化
・
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
9
月
2
4日
團
、
午
後
7
時
～
9

時

対
象
=
高
校
生
以
上

内
容
=
ビ

デ
オ
鑑
賞
と
講
演

講
師
=
貝
澤
耕
一

氏
(
北
海
道
平
取
町
二
風
谷
在
住
)

定
員
=
5
0人

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ

ー
　
　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

投
稿
募
集
『
秋
』

あ
だ
ち
広
報

エ
ク
ス
プ
レ
ス
1
1月
号

お
月
見
、
紅
葉
狩
り
、
秋
の
味
覚
、

運
動
会
、
遠
足
なと
「秋
」の
想
い
出
を

お
寄
せ
ぐ
だ
さ
い
。選
考
の
う
え
、掲
載

さ
れ
た
方
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
=
住
所
、氏
名
、年
齢
、
職
業
、電

話
番
号
を
明
記
し
、槇
字
程
度
に
ま
と

め
て
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
9

月
1
5日

申
・
問
先
=
広
報
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

区
議
会
第
3
回
定
例
会

区
議
会
第
1
回
定
例
会
が
表
2
の
と

お
り
閧
会
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
お
よ
ぴ

委
員
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

傍
聴
席
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

傍
聴
受
付
=
本
会
議
・・・
開
会
3
0
分
前
/

各
委
員
会
・
:
開
会
1

時
間
前

問
先
=

区
議
会
事
務
局

表2　 区議会第3 回定例会日程

ご
協
力
を
　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査

国
民
の
住
生
活
関
係
諸
施
策
の
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
、1
0月
1
日
を
調
査

時
点
と
し
て
、
住
宅
・
土
地
等
に
関
す

る
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。9
月
中
旬

か
ら
、
調
査
員
が
対
象
世
帯
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
統
計
係

ご
存
じ
で
す
か
「
検
察
審
査
会
制
度
」

交
通
事
故
や
詐
欺
・
傷
害
な
ど
の
事

件
に
あ
い
、「加
害
者
を
告
訴
し
だ
け
れ

ど
、
検
察
官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
」
と
い
っ
た
不
満
の
あ
る
万
は
、
検

察
審
査
会
制
度
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

検
察
審
査
会
は
、
有
権
者
の
中
か
ら

ク
ジ
で
選
ぱ
れ
た
1
1人
で
構
成
さ
れ
、

被
害
者
の
申
し
立
て
を
受
け
て
事
件
を

も
う
一
度
調
べ
な
お
し
、
検
察
官
が
事

件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
審
査
す
る
の
が
主
な
仕
事
。

審
査
の
結
果
、
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

こ
と
が
不
当
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、

検
事
正
が
こ
の
審
査
を
参
考
に
し
て
捜

査
を
し
、
裁
判
す
べ
き
と
き
は
そ
の
手

続
き
を
と
り
ま
す
。
秘
密
は
、
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
先
=
東
京
第
一
・
第
二
検

察
審
査
会
事
務
局(

3
5
8
1
)
5
4
1
1

区
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

A- Fest a' 98
通 信

10 月 10 日(土) 11 日(日)

□ プログラム配布中!
配布場所= 最寄り の区の施設
□ A- Fest a' 98 展示
日時=9月30日～10月9日場所=区役
所1 階ロビ ー 内容= 昨年のA- Fest a
の足 跡、A- Fest a' 98 の イ ベント 紹 介、
記念グッズなど 問先= 区民まつり委
員全事務局( 地域振 興課育成係)
□ フリーマーケット出店者募集
日時=10月10日( 祝) 、午前11時～午後
3時、10月11日( 日) 、午前10時～午後
3 時 ※ 雨天中 止 場所= 都立淵江高
校グラウンド 対象= 区内在住・在勤
の方( 18 歳以下の方や出店物品の販売
が事業および副業 の方は不 可 募集
区画= 各日80区 画( 抽選) / 1 世帯1 区
回・1 日のみ( 3m × 3m 程度) 駐車
場なし ※ 飲食物、薬品、ペット、品質
保証のできないもの等は販売でき ませ
ん 出店料= 無料 申込= 往復ハガキ
に希望日・郵便番号・住所・氏 名・年
齢・電話番号・主な出品物を明 記 期
限=9 月20日消印有効 申 ・問先= リ
サイク ル推 進課 〒120- 8510 中 央
本町1- 17- 1

女
性
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
第
1
5期
あ
だ
ち
女
性
大
学
公
開
講
座

パ
ー
ト
1
「
一
人
ひ
と
り
が
未
来
を
変

え
る
」
―
ア
ジ
ア
・
女
性
・
人
権
・
子

ど
も
―

日
時
=
9
月
3
0日
祟
、
午
後
6
時
4
5分

～
8
時
4
5分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア

講
師
=
松
井
や
よ
り
氏
(
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員
=
4
0人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話

□
女
と
男
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
素
朴
な
ギ
モ
ン
」

日
時
=
9
月
2
2
日
劬
、
午
後
6
時
3
0
分

～
8
時
幻
分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ

ア

講
師
=
斎
藤
信
夫
氏
(
日
本
青
年

奉
仕
協
会
)

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
(
2
歳
以
上
学
齢
前
)
希
望
者

は
1
月
1
6日
ま
で

申
込
=
電
話

□
講
座
の
企
画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
目

指
し
「(
仮
称
)
男
性
改
造
講
座
」を

行
い
ま
す
。企
画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。日
程
=
企
画
会
議
…

1
0
月
6
日
～
1
2
月
1
日
の
毎
週
火
曜
日

(
1
1
月
3
日
を
除
く
)
講
座
・
・
1
1
年
1

月
1
9日
～
3
月
2
3日
の
毎
週
火
曜
日
。

い
ず
れ
も
午
後
6
時
4
5分
～
8
時
哂
分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
、
ス
タ
ッ
フ
希
望

、
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
応
募

理
由
を
明
記

期
限
=
9
月
笳
日
必
着

□
鹿
浜
セ
ミ
ナ
ー

見
つ
め
て
み
よ

う
!
　
わ
た
し
、
家
族
、
地
域

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
鹿
浜

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

日
程
等
=
表
4

場
所
=
鹿
浜
セ
ン
タ
ー

定
員
=
4
0人

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

※
保
育
(
2

歳
以
上
学
齢
前
)
希
望
者
は
、
子
供

の
名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
も
明
記
。9

月
2
5日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
あ
り

期
限
=
9
月
2
5日
(
保
育
希

望
者
は
1
月
1
7日
ま
で
)
必
着

―
い
ず
れ
も
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
=
無
料

申
・
問
先
=
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

〒
圀
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表4　 鹿浜セミナー日程

※ いずれも金曜日、午前10時～正午

みんなの
ペ ージ

募集中!

毎月10日号のみんなのペ
ージ、イラストや写真、ま
ちの話題を募集中です。申
込= ハガキに庄所、氏名、
希望者はペンネーム、電話
番号、年齢( 学年) を明記
申・問先= 広報係 〒120- 8510

中央本町1- 17- 1

「夏の悩み」P. N ピヨピヨさん(渕江中2年)

花
の
つ
ぼ
み
を切

ら
な
い
で

Y
・
S
(
柳
原
一
丁
目
)

近
所
の
柳
原
千
草
園
で
、
園
内
の
草

花
の
写
真
を
趣
味
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

園
内
に
は
色
々
な
花
が
咲
き
、
人
々
の

眼
を
楽
し
ま
せ
、
鳥
た
ち
の
ぐ
つ
ろ
ぎ

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
し
て

い
て
も
、
知
う
な
い
人
か
ら
「
こ
の
花

は
な
ん
で
す
か

」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
か
、
花
の
つ
ぼ

み
を
切
っ
て
い
く
人
が
い
る
の
で
す
。

管
理
を
し
て
い
る
人
が
一
生
懸
命
手
入

れ
し
て
い
る
の
に
、
人
々
の
マ
ナ
ー
が

な
っ
て
い
ま
せ
ん
ね
。マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
人
は
許
せ
ま
せ
ん
。

◎ 訂 正 と お わ び　 あ だ ち 広 報 エ ク ス プ レ ス9 月 号 表 紙 に 描 か れ た 勝 専 寺 の 山 門 の 扁( へ ん) 額 に 誤 り が あ り ま し た 。 次 の と お り 訂 正 し て お わ び し ま す
。【 正 】三 宮 神 山
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舎
人
公
園
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

～
陸
上
競
技
記
録
会
・
緑
の
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
8
～

□
舎
人
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
記
念

「
陸
上
競
技
記
録
会
」(
第
1
種
公
認
コ

ー
ス
)

日
時
=
1
0月
1
0日
冊
、
午
前
9
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目
=
5
0
m走
・
:小
学
1
～
4
年
生
の

部
/
1
0
0
m走・・
小
学
5
・
6
年
生
の
部

・
中
学
生
の
部
・
一
般
の
部
/
1
千
m

持
久
走
・・
小
学
生
女
子
の
部
・
一
般
女

子
の
部
/
1
千
5
0
0
m持久
走
・・
中
学
生

男
子
の
部
・
一
般
男
子
の
部

定
員
=

若
干
名
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
ま
た
は
学

年
、
連
絡
先
、
参
加
希
望
種
目
を
明
記

□
緑
の
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
8

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
=
1
0
月
1
0
日
竕
・
1
1
日
剛
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
者
(
た
だ
し
、
出
店
物
品
の
販

売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方

は
不
可
)

募
集
区
画
=
各
日
3
0区
画
(
3

×
3
m
)
(
抽
選
)

出
店
料
=
各

日
1
区
画
千
円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
、
出

品
物
を
明
記―

い
ず
れ
も
―

期
限
=
9
月
1
8日
消
印
有
効

申
・
問

先
=
体
育
課

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
―
1
7―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
各
種
イ
ベ
ン
ト

日
程
=
▽
1
0
月
1
0
日
冊
・
1
1
日
照
・
・
・
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
(
日
帰
り
劭
組
)
・
ナ
イ
ト

キ
ャ
ン
プ
(
宿
泊
3
0
組
)
/

熱
気
球
乗

り
(
1
0
0人
)
/

福
祉
車
両
の
展
示
・
試

乗
会
(

若
干
名
)

▽
珀
月
H
日
照
・・・

探
鳥
会
(
6
0
人
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ

に
参
加
日
・
イ
ベ
ン
ト
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
9

月
1
6
日
必
着

申
・
問
先
=

〒
1
5
0

・
0
0
0
1

渋
谷
区
神
宮
前
5

―
5
3

―
6
7

東
京
都
公
園
協
会
公
益
部

(
3
4
9
9
)
9
1
4
5

み
ん
な
、
お
い
で
よ
!
「
遊
び
・
学
び
」
の
夢
の
国

第
8
回
あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
9
月
2
0日
面
、
9
時
3
0分

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

内
容
=
ホ
ー

ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
/
ゲ
ー

ム
/
発
表
会
/
伝
承
あ
そ
び
/
作
っ
て

遊
ぼ
う
/
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
/
小
学
生
つ

な
ひ
き
・
大
な
わ
と
マ
(
会
/
バ
ザ
ー
/

模
擬
店
ほ
か

問
先
=
少
年
育
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
⑤

本
木
新
道
沿
い
の
プ
チ
テ
ラ
ス

住
宅
の
密
集
し
た
地
域
な
ど
で
は
、

そ
こ
に
空
間
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、

ホ
ッ
と
す
る
も
の
で
す
。
本
木
新
道
沿

い
に
は
4
カ
所
の
プ
チ
テ
ラ
ス
が
あ
り

ま
す
。
買
い
物
帰
り
に
、
近
所
の
人
と

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
ま
ち
の
憩
い

の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ 本木 北 プチ テ ラ ス( 本木 北 町9)

▼ 本木一丁目プチテラス(本木1- 19)

花 だより

萩・荻

漢
字
も
読
み
も
似
て
い
る

〝ハ
ギ
〟

〝オ
ギ
〟
は
、
す
が
た
形
が
全
く
異
な

る
植
物
で
す
。

〝ハ
ギ〟(
絵
)
は
し
だ
れ
た
枝
に
、

秋
に
な
る
と
紫
や
白
の
小
さ
な
花
を
た

く
さ
ん
つ
け
る
マ
メ
科
の
低
木
で
す
。

〝オ
ギ
〟
は
ス
ス
キ
に
似
た
多
年
草

で
、
湿
地
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
荒
川

河
川
敷
に
大
群
落
を
つ
く
り
、
一
般
に

「
一
面
の
ス
ス
キ
の
原
」
と
思
わ
れ
て

い
る
の
は
実
は
オ
ギ
で
す
。

ど
ち
ら
も武
蔵
野
低
地
の
代
表
的
な

植
物
で
。
秋
風
に
吹
か
れ
て
な
び
く
様

に
風
情
が
あ
り
、
昔
か
ら
た
く
さ
ん
の

和
歌
に
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

《
公
園
緑
地
課
》

絵: 時枝恵子さん(江北四丁目)

ハ
ギ
の
植
え
ら
れ
て
い
る
公
園

柳

原

千

草

園

・

花

畑

公

園

な

ど

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ

り
ま
す
が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い

の
で
紹
介
し
て
い
ま
す

第48回足立区文化祭
日程= 表1 ・2 ※ ★印は一般参加可
□ 合同セレモ～日本の四季～日時
=9 月27日(日)、午後1 時 場所= 区役所
庁舎ホール 内容= 民謡・民舞・吟剣詩
舞道・謡曲・日本舞踊・大正琴・和太鼓

―いずれも―
問先= 文化振興係　3880- 5111 ㈹

表1　 舞台・大会部門

表2　 展覧会部門

※ いずれも時間は午前10時～午後6時( 最終日は午後5時まで)

スケッチあだち
このコーナーではまちの情報・話題を

お 待ちし ていま す。

問先= 広報 係　3880- 5111 ㈹

橋
戸
稲
荷
神
社
本
殿
が

お
色
直
し

8
月
上
旬
に
、
橋
戸
稲
荷
神
社
本

殿
(
千
住
橋
戸
町
)
が
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
り
修
復
さ
れ
ま
し
た
。
区
の

文
化
財
で
あ
る
本
殿
の
扉
の
こ
て
絵

は
江
戸
末
期
の
名
工
伊
豆
長
八
の
作

品
。
修
復
作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
、

長
八
の
出
身
地
伊
豆
か
ら
出
張
し
て

も
ら
っ
た
職
人
さ
ん
。
絵
に
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
で
修
復
さ

れ
ま
し
た
。

こ
て
絵
は
常
時
公
開
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
修
復
後
は
「
ま
ち
づ
く
り

ト
ラ
ス
ト
」(
注
1
)
の
援
助
を
受

け
、
複
製
を
製
作
し
区
民
に
公
開
さ

れ
る
予
定
で
す
。

注
1
　
篤
志
家
や
企
業
等
の
寄
付
を

基
金
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
事
業
。
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
窓
口

で
す
。

言葉も心も通じた! ?
中学生親善大使

足立区の姉妹都市・ベルモント

市は、貿易など で日本と密接な関

係にあるオーストラリ アにあり ま

す。

そのベルモンド市を、7 月23日

から28日まで、区内の中 学2 年生39

人らか 親善大使とし て訪問しま

した( 出発は22日) 。

数々の式 典やホームステイなど
を通じ て、両区市の友好 親善に大

きな成果を 挙げまし た。

なお、9 月28日からはヘルモン
ト市の学生使節団が足立区を訪問

します。

区
役
所
に
て
出
発
の

あ
い
さ
つ

ベ
ル
モ
ン
ド
市
の
歓

迎
を
受
け
る

エイズをもっと知ろう
エイズ予防ライブコンサート

青少年にエイズへの関心や知識

を深めてもらおうと、8 月25日、

ギ ャラクシティでライブコンサー

ト が開催されまし た。

区内で活動中の高校生を中心と

し た、8 グループ によるバンド 演

奏のほか、クイズコ ーナー、コン

ト などでエイズ予防のキ ャンペー

ンを 行いまし た。

会場は多くの若者が集い、エ イ

ズについて考えるき っかけにな っ
たことでし ょう。

ゲ
ス
ト

「
ツ
イ
ン
カ
ム
」
に
よ
る

エ
イ
ズ
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ン
ト

若
者
の
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

よ
う
こ
そ

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
ふ
れ
あ
い
デ
ー

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
(
神
明
南
二
丁
目
)
で
は
、8

月
2
6日
、
地
域
の
方
々
に
施

設
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
施
設
紹
介
を
兼
ね
た

「ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
が
今
年
も

開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
車

イ
ス
体
験
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
盆

踊
り
、
通
所
者
の
皆
さ
ん
が
育

て
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
も
振
る
舞

わ
れ
、
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 「見た目にはゆるやかなスロ
ープで も、実際に体験するとと
ても力がいるんですね」と神明
南町会婦人部の皆さん

フラダンス講習会での練習の成果
を発表、『イー ストフラ・プア メリ
ア』の皆さん

古紙 配合率70% を使用していま す S. Ya. Y　240, 000


